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富山大学附属病院の中條大輔（ちゅうじょう だいすけ）特命教授は、発症早期１型

糖尿病に対する免疫修飾療法の有効性と安全性に関する研究について、日本 IDDMネッ

トワークから２０２２年３月までの間で、２,０００万円の研究助成をいただくことと

なり、贈呈式を実施いたします。 

つきましては、下記のとおり贈呈式と記者会見を行いますので、取材・報道方よろ

しくお願いいたします。 

 

記 

 

１．日 時 平成３１年３月１８日（月）１３：１５～ １４：００（予定） 

・助成目録の贈呈式 

・記者会見、報道機関を対象とした質疑応答  

※ 記者会見終了後、患者さんやそのご家族の方々を対象とし、

今回の研究現場となる研究室訪問を行います。 

研究室訪問の取材を希望される場合は、当日報道受付にて、 

お知らせ下さい。 

２．場 所  富山大学附属病院総合臨床教育センター２階多目的研修室 

（富山市杉谷 2630）別添案内図参照              

３．出席者  

井上 龍夫（認定特定非営利活動法人日本ＩＤＤＭネットワーク 理事長） 

齋藤   滋（富山大学附属病院長）  

中條 大輔（富山大学附属病院 臨床研究管理センター 特命教授） 

戸邉 一之（富山大学大学院医学薬学研究部 内科学第一講座 教授）  

ほか関係者  

 

 

「１型糖尿病研究基金」による研究助成を獲得 
－ ふるさと納税を財源とした２,０００万円の助成 － 
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【助成研究の概要】 

研究課題名：発症早期 1型糖尿病に対する免疫修飾療法の有効性と安全性に関 

する臨床試験 

研究代表者：中條 大輔（富山大学附属病院臨床研究管理センター 特命教授） 

研究のｺﾞｰﾙ：１型糖尿病の治療法開発 

研究の特徴 

1型糖尿病の根治を目指すには、疾患の原因である「自己免疫」を制御する 

必要がありますが、最近までその方法は確立されていませんでした。 

本研究は、米国での研究発表をもとに薬剤を用いて自己免疫の制御を試みる、 

国内初の臨床試験です。 

研究の概要 

発症して間もない（まだ自分のインスリンが残っている）1型糖尿病患者さ 

んを対象に、薬剤を用いた免疫修飾療法を行うことで自己免疫を制御し、自 

分のインスリンを減らさずに維持することを目的としています。 

２種類の薬剤によって自己免疫の主役である「病原性リンパ球」をやっつけ 

るとともに、自己免疫を阻止する「制御性リンパ球」を増やすことで自己免 

疫を目指す治療です。 

この治療は「臨床試験」という仕組みで行うため、免疫修飾療法を受ける患 

者さん（10人）と受けない患者さん（10人）を比較し、2年間注意深く経過 

観察することで、この治療が有効かどうか、また安全かどうかを検討します。 

本研究は、中條特命教授が前任地の国立国際医療研究センター在籍時より開 

始しており、今回富山大学での実施にあたり研究助成を受ける次第です。 
 

■1型糖尿病とは 

原因不明で突然、小児期～成人期まで幅広い年代で発症し、現在の医学水準では 

発症すると生涯に渡って毎日４－５回の注射又はポンプによるインスリン補充が 

ないと数日で死に至る難病。 

自己体内のインスリンが極度に減少するため血糖制御が困難となり、重症化とと 

もに生活の質（QOL）が著しく損なわれることがある。 

糖尿病患者の大半を占める生活習慣病と称される２型糖尿病に対し、国内での年 

間発症率は１０万人当たり１－２人と希少な病であるため患者と家族の精神的、 

経済的負担は大きい。 
 

■研究費助成について 

認定特定非営利活動法人日本 IDDMネットワーク（理事長 井上龍夫、本部 佐賀

市）は、全国の 1 型糖尿病患者・家族を支援する 1 型糖尿病根絶（＝予防＋根治

＋治療）を目指す研究を応援しています。２００５年の１型糖尿病研究基金設立

後、これまで５１件、２億７,０６０万円の研究費助成を行っています。 

当基金は、患者・家族自らが「不治の病を治る病にする」、「不可能を可能にする」 

挑戦に賛同いただいた方々からの当法人への直接の寄付並びに“佐賀県庁への「日 

本 IDDMネットワーク指定」ふるさと納税”など、日本全国の方々からのご支援で 

成り立っています。 



富山大学附属病院 贈呈式・記者会見会場案内 

 

日 時：平成３１年３月１８日（月）１３：１５～ 

場 所：富山大学附属病院（富山市杉谷 2630）総合臨床教育センター２階多目的研修室 

 

【富山大学附属病院のご案内】 

 

 
 

【会場のご案内】 

   
 

階段又はエレベーターで 

２階へお越しください 
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